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幼
稚
園
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が

　
　
　
　
　
　
　

自
分
た
ち
の
手
で
野
菜
や
果
物
を

　
　
　
　
　
　
　

育
て
る
こ
と
が
で
き
る�
野
菜

　
　
　
　
　
　
　

ラ
ン
ド�
が
あ
り
ま
す
。
昨
年

　
　
　
　
　
　
　

の
一
学
期
に
は
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
・

　
　
　
　
　
　
　

タ
マ
ネ
ギ
・
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
、

　
　
　
　
　
　
　

二
学
期
に
は
、ス
イ
カ
・
サ
ツ
マ

　
　
　
　
　
　
　

イ
モ
、三
学
期
に
は
、大
根
・
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
を
こ
の
野
菜
ラ
ン
ド
で
収
穫
し
ま
し

た
。子
ど
も
た
ち
は
、自
分
の
手
で
植
え
た
苗
が
い

つ
実
を
つ
け
る
か
心
待
ち
に
し
、毎
日
欠
か
さ
ず

水
や
り
を
し
ま
す
。雨
の
日
で
も
そ
っ
と
野
菜
ラ
ン

ド
を
の
ぞ
き
に
行
き
、そ
の
生
長
を
見
届
け
ま
す
。

　

日
に
日
に
生
長
す
る
葉
っ
ぱ
や
実
を
見
て
「
先

生
、
葉
っ
ぱ
が
前
よ
り
大
き
く
な
っ
て
る
」
と
喜

び
を
伝
え
に
き
て
く
れ
ま
す
。
い
よ
い
よ
収
穫
の

時
が
や
っ
て
く
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
、
や
っ
と

こ
の
日
が
き
た
！
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
目
を
輝
か

せ
ま
す
。
自
分
で
育
て
た
野
菜
を
収
穫
し
た
子
ど

も
た
ち
の
表
情
は
喜
び
に
満
ち
て
い
て
、
ま
る
で

野
菜
一
つ
一
つ
に
名
前
が
つ
い
て
い
る
か
の
よ
う

に
大
切
に
抱
え
て
い
ま
す
。
収
穫
し
た
野
菜
は
、

家
に
持
ち
帰
っ
た
り
、
幼
稚
園
で
調
理
し
た
り
し

て
み
ん
な
で
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
味
は
格
別
で
、

ど
こ
で
売
ら
れ
て
い
る
野
菜
よ
り
も
と
て
も
お
い

し
い
で
す
。　

子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
今
ま
で
食

べ
ら
れ
な
か
っ
た
野
菜
が
、
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
子
も
い
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
幼
稚
園
生
活
の

中
で
の
集
団
の
力
に
よ
る
食
育
に
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。
生
き
る
基
本
の
一
つ�
楽
し
く
、
お
い

し
く
食
べ
る
こ
と�
も
幼
稚
園
で
は
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
お
い
し
そ
う
に
食
べ
る

笑
顔
が
、
ど
の
ク
ラ
ス
に
も
広
が
っ
て
い
く
、
そ

ん
な
幼
稚
園
生
活
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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平
成
二
十
一
年
度
の
主
な
施

　
　
　
　

策
等
に
つ
い
て
山
中
市
長
が
市

　
　
　
　

民
の
皆
さ
ん
に
ご
説
明
す
る
と

　
　
　
　

と
も
に
、
芦
屋
を
よ
り
住
み
良

　
　
　
　

い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
市
民
の

　
　
　
　

皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
う「
集

　
　
　
　

会
所
ト
ー
ク
」を
、例
年
よ
り
一

　
　
　
　

会
場
増
や
し
、市
内
十
四
カ
所

　
　
　
　

の
集
会
所
等
で
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

日
時
・
会
場
は
、下
表
の
と
お

　
　
　
　

り
で
す
。
な
お
、
三
条
分
室
は

　
　
　
　

会
場
を
西
山
幼
稚
園
に
変
更
し

　
　
　
　

ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
か
ら
新

　
　
　
　

た
に
総
合
公
園
で
開
催
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直

　

接
会
場
へ
。
開
始
三
十
分
前

　

に
、
開
場
し
ま
す
。

※
各
会
場
は
、
約
三
十
人
入
場

　

で
き
ま
す
。

※
各
集
会
所
に
は
、駐
車
・
駐
輪

　

ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
の

　

で
、
バ
ス
ま
た
は
徒
歩
で
お

　

越
し
く
だ
さ
い
。

※
身
体
に
障
が
い
が
あ
り
、
自

　

動
車
駐
車
場
を
利
用
さ
れ
る

　

か
た
に
つ
い
て
は
、
事
前
に

　

行
政
経
営
課
ま
で
お
申
し
出

　

く
だ
さ
い
。
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市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の
節
減
を
図
る
た
め
、

四
月
一
日
か
ら
、
新
た
に
左
表
の
施
設
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
の

指
定
を
行
い
ま
す
。
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　「潮芦屋プラン」に基づく“潮芦
屋地区のまちづくり”が進められ
ていますが、今後土地利用が予定
されているフリーゾーン（マリー
ナ周辺）について、より良いまちづ
くりを進めていくため、皆さんの
意見を募集します。
�������	
��
���
���　フリーゾーンの土地利用
　　　　に関する市民意見募集
���　４月13日～５月12日
���　都市計画課（平日の執務時間）・市ホームページ
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　市では、今後の国際交流のあり方の検討にあたり、
「（仮称）芦屋市国際交流推進懇話会」を開催します。参
加いただける「市民委員」を、次のとおり募集します。
���　１人　
���　１年（５月～平成22年４月）
���　年に５回程度、懇話会に出席　
���　市内在住で満20歳以上（４月１日現在）のかた
���　「芦屋市の国際交流についての私の視点」に関
　　　　する作文（800字以内・様式自由）に、住所・氏
　　　　名・電話番号を記入し、４月20日（月）＜必着＞
　　　　までに、下記へ郵送または持参してください。

�������	
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������
�

���　２人　
���　２年（５月～平成23年４月）　
���　年４～５回程度、男女共同参画の推進
　　　　に関する会議に出席　
���　市内在住で満20歳以上（４月１日現在）
　　　　のかた　
���　「私の考える男女共同参画」に関する作
　　　　文（800字以内・様式自由）に、住所・氏名
　　　　・電話番号を記入し、４月20日（月）＜必
　　　　着＞までに、下記へ郵送または持参し
　　　　てください。
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　郷土博物館としての側面を前面に打
ち出した企画です。本館に収蔵された
芦屋の郷土資料を中心に、市民の皆さ
んからお寄せいただいた寄贈寄託作品
も展示します。市内発掘の考古資料等
はもとより、貴重な寄贈作品の数々に
ご期待ください。

����　４月11日～６月28日＜月曜日休館＞
���� 　美術博物館第１・第２展示室
����　一般300（240）円、大高生200（160）円、中
　　　　　学生以下無料＊（ ）内は20人以上の団体
　　　　　料金／《同時開催：コレクション展１》
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●平日の昼間は水道部へ
お尋ねください。

●土曜日・日曜日・祝日
は市役所（�31-2121）
へお尋ねください。

●夜間の修理は右の業者
が待機しています。
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　市では、長寿医療（後期高齢者医療）対象者のかたの疾病の予防、早期発見、早期
治療のために、「人間ドック１日コース検査料」を助成します。
�� � �　次のいずれにも該当するかた
　　　　　　①本年４月１日現在、１年以上継続して市内に在住のかた
　　　　　　②長寿医療（後期高齢者医療）被保険者
　　　　　　　※４月２日以降に被保険者となるかたは、資格取得日から検査対象
　　　　　　③申請時に、平成20年度の保険料未納がないかた
　　　　　　④21年度に長寿医療（後期高齢者医療）制度健康診査を受診しないかた
　　　　　　　※長寿医療（後期高齢者医療）制度健康診査との重複受診は不可
　　　　　　　※21年度に本市国民健康保険から“人間ドッグの助成”を受けた場合
　　　　　　　　も、重複となりますので受診はできません
�����　芦屋病院の「人間ドック１日コース」（昼食付）
�����　身体測定、一般診察、尿一般、便ヘモグロビン、心電図、血清検査、血液一
　　　　　　般、血液化学（肝機能・腎機能・膵機能・糖質・脂質検査）・腫瘍マーカー、
　　　　　　腹部超音波検査、眼科検査、聴力検査／（男性のみ）前立腺検査／（女性
　　　　　　のみ）子宮がん検診、乳腺触診、乳房撮影検査
　　　　　　※〈選択性〉胸部Ｘ線または胸部ＣＴ（ＣＴは追加料金3,000円）
　　　　　　※〈選択性〉胃カメラまたは食道・胃・十二指腸造影（バリウム）
�����　①検査料金　男性40,000円（本人負担額18,000円）
　　　　　　　　　　　　女性42,000円（本人負担額20,000円）
　　　　　　②助成金額　22,000円
�����　60人
　　　　　　※応募多数の場合、４月21日（火）午後１時から、市役所北館２階会議
　　　　　　　室３で公開抽選します。
�� � �　６月１日～９月30日（土・日・祝日は除く）
　　　　　　※５月上旬に、芦屋病院から受診希望日の調整や検査項目等について
　　　　　　　詳しいお知らせを郵送します。
�����　はがき（１人１枚）に、被保険者証番号・氏名（フリガナ）・住所・生年月日
　　　　　　・性別・電話番号・胸部ＣＴ希望の有無・胃カメラ希望の有無・第１～３
　　　　　　希望日を記入の上、４月15日（水）〈必着〉までに下記へ
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　平成21年度の固定資産税に係る縦覧を、次のとおり行います。
����　４月１日～30日（平日の執務時間内）
����　課税課南相談室（市役所南館１階）
����　原則として固定資産の所有者またはその代理人
����　本人確認のため、前年度の納税通知書・運転免許証
　　　　　・健康保険証等・（代理人のかたは、委任状も必要）
　※縦覧期間は、税制改正法案審議の経過により、変更される場合があります。
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　平成21年度は基準年度に当たり、土地・家屋ともに評価替えを
行っています。土地の評価額は、平成20年１月１日の「地価公示
価格」および「不動産鑑定価格」を基に算定し、さらに平成20年
１月１日から７月１日までの地価動向も反映させています。
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　固定資産課税台帳に登録された価格に不服がある場合は、４月１日（水）から納税
通知書の交付を受けた日後60日までの間、文書で芦屋市固定資産評価審査委員会に
審査の申し出をすることができます。なお、審査の申し出期間については、税制改
正法案の審議の経過により変更される場合があります。
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　４月１日から、尼崎県税事務所の業務が、すべて西宮県税事務所に統合されます。
県税の申告・納税・相談・納税証明などは、上記西宮県税事務所（西宮市櫨塚町）へ。
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���　５月13日～６月３日（水）午前10時～11時30分＜全４回＞　���　市民セ
ンター203室　���　「子どものやる気を引き出す一言」・「子どもを育てる３つのまな
ざし」兵庫教育大学・佐藤哲也准教授ほか　���　40人（託児あり）　������1,700円
　
�������	
��
������
���　５月７日～11月５日（木）午前10時30分～正午＜全７回＞　���　市民セ
ンター401室ほか　���　園田学園女子大学・田辺眞人教授による「フィールド調査か
ら見た六甲山地」、「阪神地域学のすすめ」、「ヴェルヌ作『十五少年漂流記』の舞台の歴
史地理」ほか　���　60人　�����　2,900円
　
�������	
���
����
���　４月24日～９月11日（金）午前10時～11時30分＜全６回＞　���　市民セ
ンター401室　���　「王政復古への道」、「乃木希典は愚将だったか」、「関東大震災
と大杉栄」城郭、歴史研究家・菅原美文氏　���　80人　�����　2,500円　
　
�������	���������	
��
����
���　４月24日～６月19日（金）午後１時30分～３時＜全８回＞　���　市民セ
ンター401室ほか　���　「中世社会における女性と芸能」滋賀県立大学・脇田晴子
名誉教授、「芦屋・鷹尾城をめぐる攻防」県教育委員会・山上雅弘氏、「南北朝内乱と芦
屋・本庄地域」神戸大学・市澤哲准教授ほか　���　80人　�����　1,800円　
　
�������������	
����������	
��
���　４月25日～７月18日（土）午前10時～11時30分＜全４回＞　
���　市民センター301室　���　「最新の心臓医療について」
大阪大学・澤芳樹教授、「最近の天文学の話題から－国際天文年を迎
えて」神戸大学・向井正教授ほか　���　60人　�����　1,700円　
　
��������	
���
����������	�
���　４月25日～11月21日（土）午後２時～３時30分＜全８回＞　���　市民セ
ンター401室　���　「100年に１度の世界同時不況と日本経済のゆくえ」神戸大学
・滝川好夫教授ほか　���　100人　�����　3,300円　
　
�������	����������	
��
�����
���　４月18日～11月14日（土）午後２時～３時30分＜全８回＞　���　市民セ
ンター401室　���　「内視鏡治療について」内科・竹村忠晴医師、「検診画像の診
断」放射線科・入江美和医師ほか　���　60人　�����　1,200円　

　������　はがきかファクスに、講座名・住所・氏名・電話番号を記入し、４月
　　９日（木）までに公民館へ。応募多数の場合は、抽選（市民優先）します。託児は、
　　「託児希望」と記入（２歳児以上就学前の幼児対象・１回400円）してください。　
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　「狂犬病予防注射」と「犬の新規登録」の日程は、次のとおりです。
������　�������①午後１時15分～２時15分・山手夢保育園前②午後２
　　　　　　　時45分～３時30分・奥池集会所／�����①午後１時15分～２時15
　　　　　　　分・呉川公園②午後２時45分～３時30分・津知公園／�����①午後
　　　　　　　１時15分～２時15分・岩園保育所前②午後２時45分～３時30分・東芦
　　　　　　　屋公園／�����①午後１時15分～２時15分・中央公園②午後２時
　　　　　　　45分～３時30分・南芦屋浜総合公園駐車場
������　案内状（犬の登録をしているかたに送付しています）
������　�������	
���（注射料金2,650円＋注射済票550円）／����
��������������	

�（注射料金2,650円＋注射済票550円＋登録料3,000円）
�� � � �　注射の前には、必ず犬の健康状態を確認してください。 以前に予防
　　　　　　　注射によりアレルギーやけいれん発作を起こしたことのある犬、老
　　　　　　　犬（10歳以上）、妊娠犬、攻撃性のある犬などは、事前に動物病院でご
　　　　　　　相談ください。会場に来られない場合は、必ず６月末日までに動物病
　　　　　　　院で受けてください。

�������	
���������

��������������	
�
���　４月19日（日）まで＜月曜日休館＞　����谷崎
潤一郎の書籍・原稿・書簡・遺愛品などを展示
��������������	
��
�
���　４月16日（木）午前10時30分～正午　����講義室 
����作家・柳谷郁子氏による、樋口一葉著「にごりえ」読書
会　����　2,300円　����16人　������下記へ
��������������	
�������
���　４月18日・５月２日・16日・30日・６月13日（土）①初
級・午前10時～正午②初級修了者・午前10時30分～午後０時
30分　����講義室�����　10,000円（５回分・材料
費別）　���　先着14人　������下記へ�������	
��
����


